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1. はじめに 
平成 14年度に校内 LANがギガビットネットワークとなり、高速で大容量のファイルを転送する
ことができるようになった。学内の情報化が促進される中で、文部科学省の高速ネットワークの調
達項目でもあった VOD(video on demand, ビデオ・オン・デマンド)環境の整備を若干ながらサーバ
のみを調達した。VOD配信システムだけではただの箱に過ぎないので、何かビデオ教材をコンテン
ツとして収納しなければならない。さらには、収納できるビデオ教材の作成システムを構築し、所
属の教官の授業や実験教材を撮影して、本システムで教示できるビデオ教材を作成するためのツー
ルを別予算で申請したところ、購入費用が認められた。このシステムを用いたビデオ教材の作成と
学生による試用に関する研究成果を報告する。 
 
2.  VOD配信システム 
本システムについては、利用者の立場から記述する。まず、IE(インターネット・エクスポーラ)
で本システム「ezsVOD」を次のURLで立ち上げる。 
http://vod.ip.fukui-nct.ac.jp/vod/ 
すると、図 1のようなトップページが立ち上がり、図中の 5つの機能が利用できるが、ここでは、
ビデオ放送(VOD)のみについて記述する。 
図 1中の「VOD(ビデオ放送)」をマウスでクリックすると、図 2のような VOD(ビデオ放送)のコ
ンテンツ表示画面が現れる。ここで選択したいビデオ画をマウスでクリックすると、そのビデオ教
材が立ち上がり、放映が始まる。本校で製作したビデオ資材がないため、図 2 の２つのビデオは試
験的なものとしてNHK放映によるものを利用した。 
NHK放映によるビデオは、コルボーンの環境ホルモンへの警告のもの「fsastest1」と、地球温暖
化のもの「CO2への戦い」の 2本についてビデオ教材としたのが図 2である。2つ目の「fsastest1」
はビデオデッキからビデオ動画のキャプチャを行い、そこで出来た aviファイルをmpeg1ファイル
に自動変換したものである。このテスト版として作成した「fsastest1」はコンテンツ容量が約 44
分であるが、配信システム「ezsVOD」で放映してみると、20 分ほど放映すると突然停止してしま
うというバグをビデオコンテンツに残してしまい、ビデオコンテンツの作成に設定問題があること
を発見した。そこで、導入業者にその問題の解消を依頼したところ、ファイル形式を変換するとき
に avi から mpeg へのタイムラインの設定が必要であることがわかった。この設定に関する詳細は
後述するとして、ファイル変換の際にタイムラインの設定を確実に行うことで、放映途中で突然停
止するという問題点は解消することが出来た。そのようにしてビデオコンテンツを作成したのが 1
つ目の「CO2への戦い」であり、図 2の 1つ目のビデオ動画を選択してその放映を行うと、始めか
ら最後まで順調に約 48分間のビデオ学習が出来た。図 3の画面はそのときの放映画面をカメラで取
り込んだものである。 
 
 
図 1 VOD配信システム「ezsVOD」 
 
図 2 VOD(ビデオ放送)のコンテンツ 
 
  
図 3 ビデオ放送中の一画面 
 
3. ビデオコンテンツの作成 
ビデオ映像をビデオデッキからキャプチャするには、StormVideoを使用して aviファイルを作成
する。そのファイルを StormEdit を使用して mpeg1 ファイル形式に変換する。先のように、作成
したコンテンツが途中停止しないようにするための注意点は、aviからmpeg1へのファイル形式を
変換するために使用する StormEditの仕様設定が無造作であることである。以下にその点を注意書
きする。 
 
図 4 StromEditでのファイルの読み込み設定 
 
ファイル形式をmpeg1に変換するためにStormEditを起動して選択するファイルを aviに指定し
て開く。選択したファイルが図 4 のように画面に表示されるので、マウスの右クリックでメニュー
から[クリックを前に配置]を選択する。すると画像が表示されるので、メニュー[ファイル]-[タイム
ラインを保存]-[タイムラインをMPEGファイルに変換]を図 5のように選択する。 
 
図 5 タイムラインをMPEGファイルに変換の設定画面 
 
図 6 MPEG設定でのビデオコントロール設定画面 
 
MPEG の設定パネルが現れるので、[MPEG ストリーム形式]で[MPEG1 システムストリーム(1)]
をチェックした後、図 6 のように、[ビデオ]パネルで[ビットレートコントロール]を●CBR に、[ビ
ットレート]を 1152000に、[GOP パターン]を●IBBP に、[ピクチャー枚数]を 15に、[インターバ
ル]を 3に設定する。さらに、図 7のように[オーディオ]パネルで[サンプリングレート]を 44.1KHz
に、[ビットレート]を 224Kbpsに、[チャンネル]をステレオに、[エンファシス]をなしに、それぞれ
設定する。最後に、[出力ファイル]パネルで[MPEG]を作成するmpeg (mpg)ファイル名を入力する。
そのパネルの[変換開始]をクリックすると、変換処理が開始され、完了するのを待つ。このような操
作が完了すれば指定したファイルがビデオコンテンツとして利用できるものとなる。 
 
図 7 オ デーィオ設定画面 
 
4. 学生による試用 
上記のようなシステムチェック段階であり、まだまだ学生が自主学習に使用できるようなビデオ
コンテンツが構築されていないが、唯一できた「CO2への戦い」を環境システム工学科専攻科生 10
数人に試用してもらった後の利用アンケートと感想を提出してもらった。アンケート内容は図 8 の
ようである。アンケートの母集団が小さいが、それらをまとめると、次のようであり、図 9 に示し
た。 
アンケート項目の上位 4つは今回の VODサーバを設置するに当たり、その利点を予測したもので
あり、4.5以上の評点をいただいたことは満足である。これまでも現在も板書による講義体系は変わ
るものではないが、黒板だけでは説明できない授業について、OHPやプロジェクタを利用してカバ
ー支援が行われていたと思うが、それらに加えて、ネットワーク利用のビデオ放送を学生に対して
提案したが、3.8という評点にとどまり、ほぼ合格をいただけそうである。ここで、評価の対象とし
たビデオ放送は「地球温暖化問題」を取り上げたもので、環境システム工学科専攻科生には興味あ
るものであったので、3.5という評点をいただいたが、自主的に気持ちではビデオ放送の鑑賞はもう
少し低い評価を受けるものと思われる。特に、欠席した授業のビデオに対しては「やむを得ず欠席
した」と考えると、欠席し未受講分の内容であれば、全員が最後まで見てくれるはずのものが 2.3
 
という低い評点となった。この評点は 90分授業を想定しているために、VOD放送では流し鑑賞も
できるので、設問 4 の必要な部分だけの鑑賞を強要するのであれば、もう少し高い評価を受けたか
もしれないと思われる。今回のアンケートでは全体で 4.0という評点をいただき、VOD利用に大き
く前進したい。 
今後、VOD 利用によるネットワーク授業での公開など、VOD 配信の有効利用を考える必要があ
り、本校カリキュラム遂行に、いろいろなアイディアを募集し、実践していきたい。 
 
) 
 
VODアンケート    回答者イニシャル      
 
約 48 分のビデオ動画は NHK 放映による「CO2への戦い」という地球温暖化についてのものです。このビデオを教材として鑑
賞していただいた方に、VOD配信サーバの活用についてアンケートします。 
5段階評価で該当する評価点に○を付けてください。 
 
肯定--------------否定 
1. VOD配信サーバは、教育的な利用価値があると思いますか。          ( 5  4  3  2  1 ) 
2. ビデオ放送の配信がネットワークで行うことに意義があると思いますか。     ( 5  4  3  2  1 ) 
3. VOD配信を受けたビデオ放送を見て、スムーズに放映していましたか。     ( 5  4  3  2  1 ) 
4. このサーバには、画面下の写真が約 48分間の映像に対して、6つに章立てがあり、どの部分からでも再放送することができま
すが、有用だと思いますか。                      ( 5  4  3  2  1 ) 
5. 黒板を使った授業をカバーするものとして、ネットワーク利用のビデオ放送での学習は必要だと思いますか。 
                 ( 5  4  3  2  1 ) 
6. 授業での教室内光景を撮影すると 90分間のビデオになりますが、欠席した授業のビデオであれば最後まで見ますか。 
             ( 5  4  3  2  1 ) 
7. 地球温暖化についてのビデオ放送でしたが、自主的な気持ちでこのような VOD 配信サーバのビデオ教材を鑑賞して学習しよ
うと思いますか。                          ( 5  4  3  2  1 
--------------------- 
以下に、VOD配信サーバからのビデオ放送を鑑賞して、気が付いた点について箇条書きし、さらに、感想を記述してください。 
 
図8 アンケート項目 
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図 9 設問に対するアンケート評価 
 
5. ビデオ教材作成システム 
 
 ビデオ教材(コンテンツ)作成のために、次の教材作成システムを購入した。 
① 教材作成用カメラシステム 一式 
② 教材作成用ノンリニア編集システム 一式 
③ 作成及び実験用ノート型パソコン 一式 
④ 機器設備調整費教材作成支援 一式 
⑤ 消耗品(各種メディア) 一式 
これらのシステムを利用する方法については次回の報告とする。その理由は、システムの納入が
年度末の 3 月であったことにより利用を実践する期間がなかったためである。このシステムが利用
できるようになり、各教官レベルで講義内容や実験操作をビデオコンテンツとして VOD 配信サー
バに構築できれば本システムの教育的有用性が認識されるであろう。 
 
 
